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煙
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管
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酸
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化
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▲純銅タンブラー
　鎚
つち

目
め

入れ

▲金
きんぞく

属洋
ようしょっき

食器

技
ぎじゅつ

術に触
ふ

れる

起
き

源
げん

を紐
ひも

解
と

く

歴
れき

史
し

を知
し

る

技
わざ

を感
かん

じる

　鎚
つち

目
め

入れ・チタン発色・
伝
で ん と う

統工
こ う げ い

芸技
ぎ じ ゅ つ

術などの体 験
メニューでお子様から大人
の方まで楽しんでいただけ
ます。作った作品は持ち帰
れます。

　江 戸時 代 から続く燕の
鎚
つい

起
き

銅
どう

器
き

、ヤスリ、煙
き

管
せる

、
彫
ちょうきん

金といった伝
で ん と う

統的
てき

金
き ん ぞ く

属
工
こ う げ い

芸技
ぎ じ ゅ つ

術について、製
せ い さ く

作
工
こうてい

程や作
さぎょう

業場
ば

の復
ふ く げ ん

元の展
てん

示
じ

を通して紹介しています。

　国内で使われているスプーンなどの金
きんぞく

属
洋
ようしょ っ き

食器のうち、燕で製
せいぞう

造されたものの割合
はなんと約90％！多くの工

こうてい

程をかけて職
しょくにん

人
が一つ一つ作り上げています。

　スプーンの大きさにあわせて、
１本ずつうちぬきます。

　口にいれる部
ぶ

分
ぶん

を、まるいかたち
にします。

　口にいれる部
ぶ

分
ぶん

をおしつぶし、
スプーンのかたちにします。

　口にいれる部
ぶ

分
ぶん

を、うすくします。

　金
かながた

型を使って、もようやマークを
いれます。

　キズなどをみがいて、うつくしく
しあげます。

みがくと
見た目だけでなく、
よごれにくくなり、
使い心

ごこ

地
ち

もGood!!

　磨
みが

き残
のこ

しや、キズがないか1本1本確
かくにん

認。それを袋
ふくろ

に入れて、箱
はこ

に
つめて出

しゅっか

荷します。

１、地
じ ぬ

抜き加
か

工
こう

３、半
はん

切
き

り工
こうてい

程

５、ツボ起
お

こし工
こうてい

程

7、出
しゅっか

荷

２、ロール加
か

工
こう

４、柄
え

押
お

し・刻
こくいんこうてい

印工程

６、研
けん

磨
ま

工
こうてい

程
　日本の金

き ん ぞ く

属洋
よ う し ょ っ き

食器展
てん

示
じ

室
しつ

では、明治から始まる燕
の金

き ん ぞ く

属洋
よ う

食
し ょ っ き

器の歴
れ き

史
し

と、日
本の食

しょく

にまつわる文
ぶん

化
か

の移
うつ

り変
か

わりをくらべながら見
ることができます。

　丸
ま る や ま

山清
せい

次
じ

郎
ろう

氏（1900〜
1 9 8 2 ）が 生

しょうがい

涯 を か け て
収
しゅうしゅう

集 した、江 戸時 代から
明 治にかけての“煙

き

管
せる

”と
“矢

や

立
たて

”の一
いちだい

大コレクション。



発

　達

発

　展

　燕の農
のう

家
か

は何
なん

度
ど

も水
すいがい

害の被
ひ

害
がい

にあいましたが、
４つの地

ち

理
り

的
てき

条
じょうけん

件がそろい金
きんぞく

属産
さんぎょう

業が発
はったつ

達しました。

①弥
や

彦
ひこ

山
やま

からの材
ざいりょうきょうきゅう

料供給

②下
した

田
だ

郷
ごう

からの燃
ねんりょうきょうきゅう

料供給

③仙
せんだい

台や会
あい

津
づ

地方からの職
しょく

人
にん

・技
ぎ

術
じゅつ

の伝
でんらい

来

④川を使った流
りゅうつう

通

燕
つばめし

市

材
ざいりょう

料
（銅

どう

）

燃
ねんりょう

料 
（木

もくたん

炭）

燕
つばめ

職
しょく

人
にん

・技
ぎ

術
じゅつ

流
りゅうつう

通弥
や

彦
ひこ

山
やま

流
りゅうつう

通

新
にいがたけん

潟県

金属産業のルーツを探る…

　新潟県燕市は金
きんぞく

属洋
よう

食
しょっき

器をはじめとする金
きんぞくさんぎょう

属産業の一
いちだい

大

産
さん

地
ち

として全
ぜんこく

国に知られるようになりました。その歴
れき

史
し

は古
ふる

く、

何
なん

度
ど

も起
お

こる水
すいがい

害から農
のうみん

民を助
たす

けるために、副
ふくぎょう

業として勧
すす

め

られた“和
わ

釘
くぎ

”※の製
せいぞう

造が、この地の「ものづくり」のはじまり

といわれています。

　その後、鎚
つい

起
き

銅
どう

器
き

やヤスリ、煙
きせる

管などの製
せいぞう

造に発
はってん

展してい

き、現
げんだい

代では世
せ

界
かい

に誇
ほこ

る金
きんぞく

属加
か

工
こう

産
さんぎょう

業を確
かく

立
りつ

しています。

和
わ

釘
くぎ

※和
わ

釘
くぎ

とは…日
に ほ ん

本古
こ ら い

来の建
けんちく

築に用いられ、現在は伊
い せ

勢神
じんぐう

宮をはじめとする神
じんじゃ

社仏
ぶっかく

閣・城
じょうかく

郭などの
　古

こ

建
けんちくぶつ

築物の修
しゅうり

理復
ふくげん

元に使われています。

　カタチを変えながらも受
う

け継
つ

がれてきた燕の金属産業は、 
「造

ぞうけい

形」「金
かながた

型」「研
け ん ま

磨」「金
きんぞく

属加
か こ う

工」 の複
ふくごうてき

合的な技
ぎじゅつ

術として
応
おうよう

用されました。
　現

げんざい

在は、金
きんぞく

属ハウスウェア製
せいひん

品や、デザイン性
せい

の高い製
せいひん

品
の製

せいぞう

造、さまざまな金
きんぞくせい

属製部
ぶ

品
ひん

の加
か

工
こう

など、生活に欠
か

かせな
いありとあらゆる製

せいひん

品を生み出しています。

僕
ぼく

たちの知らないところで、燕の製
せいひん

品が

使われているんだね！もしかしたら、あなた

のお家にも燕の製
せいひん

品があるかも…？

やかんの妖
ようせい

精くん

材
ざいりょう

料
（間

ま ぜ

瀬銅
どう

山
ざん

）

技
ぎじゅつ

術
（会

あい

津
づ

地
ち

方
ほう

）

燃
ねんりょう

料
（下

した

田
だ

郷
ごう

）

流
りゅうつう

通
（信

しな

濃
の

川
がわ

）

鎚
つ い

起
き

銅
ど う

器
き

技
術
の
応
用

造
ぞ う

形
け い

金
か な

型
が た

研
け ん

磨
ま

金
き ん

属
ぞ く

加
か

工
こ う

彫
ちょうきん

金 煙
き せ る

管 ヤスリ

酸
さん

化
か

発色
タンブラー

金
きんぞく

属
ハウスウェア

カーブミラー

カメラ部
ぶ

品
ひん

金
きんぞく

属洋
よう

食
しょっき

器


